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昆虫類 ＜チョウ目 ヤガ科＞ 愛知県：準絶滅危惧 （国：リスト外） 
INSECTA ＜LEPIDOPTERA NOCTUIDAE＞ AICHI：NT （JAPAN：－） 

オオキイロアツバ Pseudalelimma miwai Inoue 

 
【選定理由】 
 ツゲ群落固有のガで、生息環境が特異で県
内の産地は極めて限定されている。 
 
 
 
 
 

【形 態】 
 開張 40～46mm、前後翅とも羽全体が黄色、
黒色の外横線が前翅に薄く現れる。♂の触角
は両櫛歯状で外側の櫛歯は非常に長い。下唇
髭は長く鎌状に上反する。1 属 1 種である。 
 
 
 
 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
 新城市黄柳野（間野・宮崎, 1988）の記録
が唯一。 
【国内の分布】 
 新潟県、東京都、岐阜県、三重県、奈良県、
岡山県、広島県の本州のみで記録されている。 
【世界の分布】 
 現状では日本特産種。 
 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 幼虫はエチゴハガタヨトウと同様ツゲを食
す石灰岩性のガで、県内では蛇紋岩地帯に発
達するツゲ群落で確認されている。成虫は 6
～7 月頃と 9～10 月に発生する。 
 
 
 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 生息地は保護され少ないながらも比較的安定しているが、孤立した生息地であるため予断を許さ
ない。 
 

【保全上の留意点】 
 幼虫の野外での食樹がツゲのみであることから、ツゲの生育を保全する。 
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